
1398　 雜 報

第四回岡山皮膚科泌尿器科地方會記事

大 正15年10月30日 岡 山 醫 科 大 學 皮 膚 科敎 室 に て 開 催,演 説 抄 録 を 次 に 掲 載 す.

1. 強 度 の 沃 度 疹　 井 手 又 藏 君

53歳 男子,脊 椎「カ リエス」にて入院 治療 中 「ヨー ドポリタ ミン」10瓦 宛約60日 間服用 し居 り し處, 20日 前 よ

り項 部,頸 部,額 部,左 右 前腕,左 右 上腿 に多數の結節,潰 瘍發生せ り.依 て沃度疹の診斷 の下 に(尿 中沃度反

應 強陽性,ロ 氏反應陰性)即 日沃度劑の服 用を 中止 し生理的食鹽水の靜 脈内注入8囘(隔 日)及 び結節潰瘍 には生

理的食鹽水 又は硼 酸水菴法を施 せ しに約27日 にて殆 ど全快せ り.

2. 皮 膚 疣 状 結 核 の1例　 荒 田 一郞 君

山本某 男19歳 商,初 診大正15年7月6日.

左側頸部 に手掌大 の暗赤 色の病竃 あり.是 は4年 前 より存在 すといふ.自 覺 的には多少〓痒 を感す るのみ.切

片を取 りて鏡檢せ るに定型 的の結核痛竃あ り.
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3. 顔面 に來 れ る癜 風 の1例　 荒 田 一郞 君

廣津某男24歳 學生,初 診大正15年9月20日.

癜風の頬面に來るは稀なり.こ の患者は腹部及び胸部は冒されすして兩頬部 に〓痒を伴ひて鱗屑を有する粟粒

大乃至豌豆大の白色の斑點數多存在し,同 時に頭部にも同樣のものあり.

4. 限局性 鞏皮症 の1例　 荒 田 一郞 君

亀山某女15歳 學生,初 診大正15年9月1日.

右上膊の外側に邊緑暗紫色,中 央部褐色にして光澤を有し萎縮性の病竃あり.彈力硬を有す.

5. 膀 胱炎 症状 の主兆 を呈 せ し腎臟 水腫 の1例　 小 池 藤 太郞 君

59歳 の女子,數 箇月前より頑固なる膀胱炎の症状に惱みしもの,檢 査の結果右側腎臟水腫に基因せることを知

り之に腎摘出術を行へり.蓋 し患腎機能の障碍稍々高度なるに反し他側姉妹腎の官能状態全く健康なるを知りし

が故なり.術 後經過良好,膀 胱炎症状亦2週 餘日にして全く去れり.

6. 「ブ ロー ムス トロ ンチ ウ ム」と濕疹　 小 池 藤 太郞 君

本號治療欄參照.

7. 「ヘルペ ス」接 種後 の角膜 竝 に腦 の組 織 的研 究　 江 原 猪 知郞 君

原著に譲る.

8. 纎 維 素尿 の2例　 江 原 猪 知郞 君

第1例　 大森某男38歳　 第2例　 星賀某男20歳.

共に尿中に強度の纎維素を排山するものにして精細は後報す.

9. 靜 脉瘤と 下腿 潰瘍　 江 原 猪 知郞 君

患者石井某男58歳 農.

患者は右側下肢に暗赤色に着色せる腫大と共に漬瘍を有し,其 の他右下腿の上内方,右大腿の内側所々に靜脈

瘤を有し,左側の大腿 に鷄卵大,右 側身體胸部より腹部に著明なる蜿々たる線を作れる靜脈瘤あり.本 患者は入

院治療に由り下腿の潰瘍は治癒せるものなり.該 患者の内科的診斷は下大靜脈幹の狹窄にして,本 疾患に次ぐに

前述せる靜脈瘤を以てし,之に下腿に於て潰瘍を併發せるものなり.

10. 顔 面播 種状 粟粒 性狼 瘡　 藤 原 晧 君

顔面に粟粒性狼瘡を,後 頭部に黴毒性丘疹を有せる21歳 の男子の1例 を擧ぐ.

11. 腎結 石及 び腎 水腫 を合 併 せ る多發 性嚢腫 腎　 藤 原 晧 君

10年前より左腎部に鈍痛を訴へし30歳 の患者(男子)に就きX線 寫眞,腎孟撮影法等を行ひて腎孟結石及び腎

水腫なる診斷の下に同側腎を露出し,其 の多發性嚢腫腎に合併せるものなることを認めて之に腎剔出術を行へる

1例を報告せり.

12. 皮膚 科 泌尿 器科 領域 に於 け る血中纎 維 素 量 に就 て　 藤 原 晧 君

纎維素定量はGram氏 法を用ひ健康人男女37名 に就きて檢せる結果,血 中纎維素量を0.20-0.38%(血漿 内), 

0.11-0.22%(血 液内)と し,且其の血球容積を31-60%と せり.而 して皮膚科泌尿器科疾患百數十例に就き次の

如く述べたり.
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即 ち從來云 はれた る如 く炎症 乃至化體 あ る場 合は例 へ表在性(濕 疹 の如 き場合)の もの と雖 も常 に纎維 素の增 量

を示 し,黴 毒に於 ては第 二期發疹 期最 も著 明に增 量 し1.15%(血 漿内)に 及ぶ もの あ るも,第 三期乃至 先天性黴 毒

は 一般に尋常價を示 す もの多 し.腎 臟 疾患特 に結核性の ものには 著明に增 加 し膀胱炎,睾 丸 炎,陰 莖癌 等に も増

加す.尚 ほ驅黴療 法と しての「マ ラリア」接種 中の纎維素量 の變 化に就 き略 述せ り.

13. 顔 面 神 經 麻 痺 を 伴 へ る皮 膚 癌 の1例　 大 道 直 一 君

平野某 女64歳 農,初 診大正15年6月26日.

左耳異 下方の癌腫 に して,基 底細胞癌 な り.尚 ほ顔 面神經麻痺 は癌 の發生に よりて位 置的關係の ため顔 面神經

を壓迫 して生ぜ る ものな り.治 療 は「ラヂウム」療法に兼ぬ るにX線 深部治療 を行ふ.

14. 「 ト リバ フ ラ ビ ン」と淋 疾　 大 道 直 一 君

「トリバ フラビン」の文獻を擧げ後 「ト リバ フ ラビ ン」の靜脈内 注射 を施 せ る實驗例50例 内 十數 例につ きて表

示略述 す ろ所あ り.無 效率は28%な り. 0.5%液1囘10-20cc.宛 何れ も數囘以 上注射 せ しも認 むべ き副作用 な

し.第1例 の如き は尿道注入を行 はす して本劑注 射に依 り淋疾を快癒せ しめ得た り.然 れど も尿 道注入 を併用す

る方安全 に して浩淋 上の 一補助方法 として使用 し得 べ きものな り.

15. 「ク ロ ム 」水 銀 と大 腸 菌 性 腎 盂 炎 に 就 て　 大 道 直 一 君

慢 性大腸 菌性腎孟 炎(兩 側性)に1%「 ク ロム」水銀水溶液を4日 間に 總 量50cc.を 靜脈 内に注射 して 泊癒せ る

1例 を報告 せ り.

16. 類 「ペ ラ グ ラ 」症 の1例　 伊 丹 訓 吾 君

患者は9歳 の女 兒に して慢往 下痢,元 氣 不良,腹 部膨 滿,血 色 不良及 び四肢 末梢 部皮膚 異常を主訴 と して來院

せ る ものな るが,左 側癒 着性肋 膜炎,慢 性腹 膜炎,十 二指腸蟲症 に加 ふ るに類 「ペラグ ラ」症 と思 はれ しを以て入

院せ しめ觀察せ り.

局 所療 法を腰 し食餌療 法を主眼 と し,殊 に各榮養素の缺 乏なか らしめ,即 ち比較 的「カロ リー」の充分な る普通

食に加 ふ るに諸種 「ア ミノ」酸 含有劑 た る「ボ リタ ミン」及び 「ヴィタミン」A, B, Cを 更に 補 給せ るに治療 日數若

干週 に して比較 的頑 固 と思はれ し四肢 末梢 部皮膚異 常輕快消失 し,便 は普通 便1日1, 2囘 とな り食 慾大に亢進 し

元氣恢復せ り.

17. 所 謂 特 發 性 腎 出 血 に 就 て　 中 川 小 四郞 君

「レン トゲ ン」深 部放射 に より治癒 せ る本症 の1例 を報 告 せ り.

18. 白 癜 風 の 治 療　 皆 見 省 吾 君

本疾 患の治療 は至難な る ものな り.余 はAxmann氏 に傚ひ「コ ロン」水塗布後 人工太 陽燈照 射を應 用 して4例 の

患 者に好結 果を見 た り.

19. 汗 孔角 化症 の病理 補 遺

精細なる組織的檢索に依り,本症と汗孔竝に毛孔との關係を詳述せり.

皆 見 省 吾 君
藤 原 晧 君

20. 二 三 器械 の供覽

皮膚科竝に泌尿器科に屬する諸種器械を供覧せり.

皆 見 省 吾 君
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